
最近のレダでの活動の様子を報
告します。８月中旬から１０月初

旬までは、植樹活動にはあまり適

していません。この期間は、雨量

も大変少なくて、苗木の植樹には

水の確保が大変です。

第１農場

ビクトル君が菜園のネット室に

野菜類を作って、トマト、ニンジ

ン、レタス、ピーマン、キャベツ

などが収穫できました。ただし少

しの隙間からも小さい鳥が入って

きて、トマト、ピーマンは、いつ
ものことですが、相当被害を受け

ました。

植樹用のアルガロボのポット苗

を２００本ほど作りました。その

一部を第２植樹園の奥に少し植え

たり、今まで植えていて枯れたも

のと交換したりと、細かい作業を

しました。ミニポットで育ったア

ルガロボの苗を大きなビニールの

ポットに植え替えました。

また、大きく育ったマンゴーや

ラパチョの苗木を第１植樹園の中

に植えました。

やむ芋を収穫して、新しい土と

大工の水落さんからもらったカン
ナ屑を入れて畑を作りなおし、苗

芋を植えました。半分は芽を出し

たので紐をつけて上に誘導してい

ます。

農場内のタロイモを狙って豚が

入るようになったので、農場のま

わりの囲いの修理を、若手のヘル

マン君にやってもらいました。豚

の糞を使った肥料作りも行いまし

た。

育ったブーゲンビリアの苗木を

メインホームの花壇と、第１植樹

園、第１ゲストハウスの花壇など

に植えました。

第２農場

タロイモ畑の草取りや最近はカ

ピバラのエサの食べ残しの草も運

んで、集まった雑草をアセロラの

畑に運んで木の周りにすきこみ肥

料として置いています。

果樹園

ビクトル君が、ホースを３本つ

ないで浄水場から水を引っ張って

きて木に撒いてくれましたが、日
照りの日が長くすぐに乾いてしま

いました。果樹園の下を通ってい

た農業用水の配管に一か所蛇口を

設置し使えるようにして水撒きが

便利になっています。

マンゴーの実がなり始めました。

今年は早いうちから鳥が実をかじっ

ています。ヘルマン君が保護用の

カプセルを少しかけてくれました。

下に落ちた実は豚の餌として

与えています。喜んで食べま

す。

グレープフルーツの苗木は

順調に成長しています。

第１植樹園

ビクトル君が草刈機で草を

刈り、アルガロボなどの苗木

を植えました。

ヘルマン君は枯れ木を集め

て燃やしたり、草刈りを行なっ
たり水やりをしたりと、地道な作

業です。

第２植樹園

昨年の国際ボランティアが苗木

を植えたニームの木は比較的よく

成長していますが、日本のボラン

ティアーが植えたニームの苗木は

土が悪いためか成長が悪く、枯れ

たものも数本あります。アルガロ

ボの苗木も、アルマジロが下を掘っ

たり、羊が葉を食べたりして成長

はよくありませんが、何とか生き

延びています。最も西の部分には、

１３本のアルガロボの苗木を植え

ました。昔植えたパロアスールが
育っているあたりです。

第３植樹園

ここも、長いホースを使って水ま

きをしました。苗木は比較的順調

に成長しています。

１０月に入って少し雨が降りま

したので、ジャカランダ、チバト

などの花が咲いています。
（10月15日 伊達記）
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[お知らせ] カレンダー配布の注文をお受けしています。支援活動のためにもご活用ください。（1部200円の予定です）

ニームの花が満開です

乾季の中パラトードは咲きました


